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費や科研費か らや りくりしそ参加することを考えれば､ また今後期間やミ長くな
る様なことになれば無視できない問題である｡
今回二つ年目まとんど独立な inBtitd七eが第一温 '第二週とし`て開かれたこ







これか らも夏の学校は機会があれば出席したいがl 収容人員が限 られ る様な
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究恵や助も 大学酷クラスが中心にな るものと我々は予期していちo Lか し､
現実には大部分が 30代､ 40代の第一線研究者 (それ も外遊経験者が多かった)
であった匂●確かに､第-線研究者も外国の研究者と接する機会が充分あるとは
云えない｡ そして今回の講義内容か らすれば.参加者の構成は妥当であったか
もしれない｡ しか し､講義内容は参加者の構成に応 じて変えるものである｡そ
こで我々が第二に考えるのは､講演者の数もテーマももつ としぼって､少数の




者が､毎年そういう講義を聞く機会がえら九九 は ､ それはゝ直接の学問的成果
とは異な る意味で､大変有効なのではないかと思う.講義と専行して､第一線
の研究内容についての討論を冒.的とした 工nfor凪Imeeもing を廟く事は､

































も 平 行 し て 行な う事は実質的に不可能である｡その様な場合. 工ns七itu七eを
少 し で も 多 く の 同 業 者 の利益と合致する様に運営する事が望まれ､それには何
ら か の 公 的 機 関 に 運 営 を移す事が望ましいと思う｡実際1,アメリカは別 として､
筆 者 の 中 の 一 人 が出席 したカナダ及びオテtjダの夏季学凝 はいずれも公的又は
半 公 的 機 関 可 定よっ て中小大学も含めた食物理学者の層 肇を一等苦しで運営され
て い た ｡ 今后の問題 として.学問的箆由以外の事で参加したくない人が生じな
い 様 に 充分配慮していただくと共に､軒時公的挽粥に運営を移して行く事を希
望 す る｡
A) カナダは TheoreもicalPhysi_csDivision oftheCanadian
Associaもion ofPhysieiBの主催で
/1ランタは Netherland_sUniversitiesFoundation for
lnternational00-0perationの主催であった｡
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